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はじめに 

 

先回は律法の 3 つの働きについて学びました。簡単におさらいしますと、律法には①罪

を自覚させる、②罪を誘発する、⓷死に導く、という働きがありました。 

クリスチャンは、律法（聖書）学び知るほどに自らの罪深さを自覚するようになります。

そしてパウロが言うように、自力で律法を守り、聖化を押し進めようとすると、罪はその

人の中に律法という機会（軍事拠点）を作り、さらに罪を犯すようにと誘発するのです。

罪は律法によって聖化が得られるかのようにクリスチャンを惑わします。しかし懸命に聖

化されようと努力するにもかかわらず、以前より悪くなっていることに気付くのです。結

果的に、律法は死に導くことになります。 

このようにして、自力で律法を守ることによって聖化を求めるとき、本来はいのちと祝

福に導くはずの律法が、人を死に導くという悲劇を経験することになってしまいます。し

かしそれは、律法が悪いのではありません。律法自体は聖く、正しく、良いものであり、

神の本質を表すものです。問題は私たち人間の側にあります。 

今日の聖書個所で、パウロはこうした自分の中で繰り広げられる激しい「罪との格闘」

を、包み隠さずに告白しています。使徒であるパウロが、自らの苦悩を書き残してくれた

ことに感謝します。この告白は、学者によってはパウロが回心知る前だとする人もありま

す。しかし文脈から考えて、この箇所では聖化のテーマを教えていること、動詞がすべて

現在形であることを鑑みると、回心後の葛藤であると考えるのが妥当です。 

この告白は、パウロの葛藤であると同時に、真剣に神に従いたいと願っている私たちク

リスチャンすべての告白でもあります。 

「何度も罪を繰り返してしまう自分は本当に救われているだろうか」 

「私はなぜこんなに意志が弱く無力なのか」 

「こんな葛藤を経験しているのは私だけだろうか」 

「神様はもう私に愛想をつかしてしまわれるのではないか」 

このように思い悩むのは私たちだけではありません。パウロもこのような罪との格闘、葛

藤を通過して出口を見出しました。 

 

 

 

 



１． 私と罪（14-16） 

 

7:14 私たちは、律法が霊的なものであることを知っています。しかし、私は肉的な者であ

り、売り渡されて罪の下にある者です。 

律法が聖霊を通して与えられた霊的なものであることは、信仰者にとってはよく知られ

たところです。それとは対照的に、私パウロは肉的、物質的、この世的なものです。と告

白します。肉とはギリシア語では「サークス」といい、アダムに属する古い性質のことを

指しています。パウロは救われた後も、自分の中に古い罪の性質があることを告白してい

るのです。さらに「売り渡されて罪の下にある者です」とさえ言っています。彼は自分

が、罪を主人とする奴隷として売られているように感じているのです。それが私の現実だ

と。 

 

7:15 私には、自分のしていることが分かりません。自分がしたいと願うことはせずに、む

しろ自分が憎んでいることを行っているからです。 

パウロがまるで「ジキル博士とハイド氏」のような分裂した人格を持っているかのよう

に聞こえる告白です。しかしこれは、総合失調症などの精神疾患のことを言っているので

はありません。また人間ならだれもが持っている良心の呵責についての言及でもありませ

ん。パウロがここで語っているのは、そんな生易しい葛藤のことではありません。パウロ

という人間の中に、二つの性質が宿っています。新生して神に従いたいと願う私と、それ

に反するアダムに属する古い性質です。 

新生したパウロは全身全霊で奮闘し、律法を守ることによって聖さを得ようとします

が、奮闘すればするほど、自分の状態が悪くなることを発見します。堕落した人間の本性

では、罪に打ち勝ち、聖さのうちに生きることはできないからです。むしろ自分が憎んで

いる、したくないと思うことを行ってしまうのです。 

 

7:16 自分のしたくないことを行っているなら、私は律法に同意し、それを良いものと認め

ていることになります。 

本当の「私」の性質というのは、救われ新生して新しくなった性質です。しかし、罪の

性質（古い性質）が、本当の「私」の性質に反して働いているのです。喜んで神に仕えた

いと思っているのに、そうできない。それどころか、自分の嫌いなことをしている。しか

し、この経験によって一つのことがはっきりしました。律法はパウロに間違ったことをす

ることを望んでいません。だからパウロは律法に同意し、良いものだと認めているので

す。 

 

 



２． 二つの性質（17-20） 

 

7:17 ですから、今それを行っているのは、もはや私ではなく、私のうちに住んでいる罪な

のです。 

パウロは責任逃れをしているわけではありません。彼は罪の力がどれほど強いかを説明

しているのです。確かに罪（古い性質）が私のうちに住みついています。 ユダヤ教のラビ

の教えに「罪を客に迎えれば、最後には罪が主人になってしまう」というものがあります。

この教えはアダムの子カインの話を彷彿させます。弟アベルに嫉妬して激しく怒ったカイ

ンに、神は言われました。 

4:7 もしあなたが良いことをしているのなら、受け入れられる。しかし、もし良いことを

していないのであれば、戸口で罪が待ち伏せている。罪はあなたを恋い慕うが、あなたは

それを治めなければならない。 

ところが罪を収めるどころか、支配されて殺人を犯してしまいます。肉なる人間の中に

は善が住んでいません。そこに居座り、占領して、私たちを支配しているのが罪である現

実を突きつける物語です。日本の格言にも「ひさしを貸して母家をとられる」というもの

があります。律法によって聖化を求めることは、罪に「ひさし」を貸すことです。やがて

罪に母屋を乗っ取られてしまいます。恵みによる聖化を求めることこそ、祝福への道で

す。 

 

7:18 私は、自分のうちに、すなわち、自分の肉のうちに善が住んでいないことを知ってい

ます。私には良いことをしたいという願いがいつもあるのに、実行できないからです。 

ここでパウロが学んだことを学ぶまでは、私たちに聖化の成長はありえません。繰り返

しになりますが、肉とはアダムから受け継いだ、すべての信者の中に残っている堕落した

性質を意味します。それは人が行うあらゆる悪行の源でもあります。その中には良いもの

は何一つありません。このことを学ぶと、肉に善を求めることから解放されます。良いも

のが見つからなかったことに失望することもなくなります。そして、自分自身を占領する

肉の思いから解放されます。 

14 節～25 節には、一人称代名詞である「私」「私」「私自身」と 20 回出てきます。ロ

ーマ人への手紙 7 章におけるパウロは、内向的で勝利が見いだせません。自己の中に勝利

を求めているからです。彼は自分の内側に船の錨を下ろしています。内観（自分自身の内

面を観察したり内省すること）に勝利はありません。 

 

ある聖人はこういいました。「自分自身を見つめるごとに、キリストを 10 回見つめる

べきです。」また「敬虔なる生涯」の著者は、神の臨在の中に留まり続けるために、いつ



も神を思うことを訓練してください。と病床にある友人への手紙に繰り返し書いていま

す。 

 

7:19 私は、したいと願う善を行わないで、したくない悪を行っています。 

パウロのこの体験に関して、ジョン・ストット（20 世紀のイギリスを代表する福音派の

神学者）は、こうコメントしています。  

① これは、パウロの時代（紀元 1 世紀）のユダヤ人信者の典型的な姿である。 

② 彼らはキリストを信じて新生したが、律法からは解放されていない状態にある。  

③ つまり、律法の下にいるが、聖霊の支配下にいない状態である。そしてストットは、

このような信者を「旧約聖書のクリスチャン」と呼んでいます。 

ハーベストタイムでは「ローマ書 7 章クリスチャン」、伝統的には「律法主義的クリスチ

ャン」と呼ばれます。その意味するところは、自分の力によって律法を守り、聖化されよ

うとするクリスチャンのことです。 

 

7:20 私が自分でしたくないことをしているなら、それを行っているのは、もはや私ではな

く、私のうちに住んでいる罪です。 

罪の性質が、本当の私の性質に反して働いているのです（この内容は 16～17 節と同じ

です）。同じく責任逃れの言葉ではありません。罪の力がどれほど強いかを説明している

のです。  

葛藤がないことが救われている証拠なのではなく、むしろ内的葛藤があることこそがク

リスチャンになっている証拠です。聖化には時間がかかります。その過程にあるのは、肉

の力によるか、恵みによるか、という選択の戦いです。そして私たちは、両者の間を揺れ

動きながら霊的に成長するのです。 

 

３．罪と死の法則（21-25） 

7:21 そういうわけで、善を行いたいと願っている、その私に悪が存在するという原理を、

私は見出します。 

パウロは自分の人生において、善を行いたいという願いがすべて失敗に終わる、原因と

なっている一つの法則が働いていることに発見します。 

この見出す（ヒュリスコー）という言葉は、偉大な真理や法則を発見したときに使われる

言葉です。彼は何を発見したのでしょう。それは喜ばしい発見ではありませんでした。そ

れは「善を行いたいという私に、悪が存在しているという支配法則の発見」でした。 

ですから、正しいことをしようと思っても、結局は罪を犯してしまうのです。 

この法則をパウロは説明します。 

 



7:22 私は、内なる人としては、神の律法を喜んでいますが、 

キリストによって新生した私は、神の律法を喜んでいます。律法が聖なるものであり、

神の御心を表すものであることを知っています。彼は神の御心を行ないたいと思っていま

す。 

 

7:23 私のからだには異なる律法があって、それが私の心の律法に対して戦いを挑み、私

を、からだにある罪の律法のうちにとりこにしていることが分かるのです。 

しかし彼は、自分の人生に反対の「異なる律法」すなわち罪と死の法則が働き、「私の

心の律法」すなわちキリストによって新生した性質に逆らい、自分を内住の罪のとりこ

（捕虜）にしているのを見ています。この二つの支配法則が、一つの自己の中で戦ってい

るところにパウロの激しい葛藤があります。 

この苦悩をパウロは改めて告白します。 

 

7:24 私は本当にみじめな人間です。だれがこの死のからだから、私を救い出してくれるの

でしょうか。 

パウロは悲痛なうめき声を上げています。彼はまるで腐敗した体を背中に縛り付けてい

るかのように感じています。その体とは、もちろん腐敗した古い性質のことです。みじめ

な彼は、この不快で反吐が出るような束縛から、自分を解放することができないことを認

めています。彼は外部から助けを得なければなりません。 

この叫びは本当に新生した人の叫びなのか、という疑問がわいてきます。しかし、これ

は新生した人の真実な叫びです。神の聖さが分かると、自分の行動がいかにそれと隔へだ

たっているかが分かります。罪の深みが分かると、自力で聖化を進めるなどということが

到底不可能であることが分かります。  

しかし、私たちは絶望する必要はありません。クリスチャンの希望について、ヨハネは

こう書いてくれています。 

Ⅰヨハ 3:2 愛する者たち、私たちは今すでに神の子どもです。やがてどのようになるの

か、まだ明らかにされていません。しかし、私たちは、キリストが現れたときに、キリス

トに似た者になることは知っています。キリストをありのままに見るからです。 

今は分かりませんが、私たちがキリストに似た者となることはすでに保障されていま

す。ここには将来における終末的希望も含まれています。 

 

7:25 私たちの主イエス・キリストを通して、神に感謝します。こうして、この私は、心で

は神の律法に仕え、肉では罪の律法に仕えているのです。 

24 節の悲痛な叫びが急に明るい感謝の言葉に変わります。激しい葛藤の末、パウロは自

分の罪の現実から、キリストにおける神の恵みと働きへと目を移したのです。「私」「私



は」「私が」と自己の内面を見つめ、自力で律法を守ろうとすることをついに放棄したの

です。 

これが、パウロの格闘の終わりでもありました。彼は出口を見つけたのです。今や彼の

目は自分にではなく神に向けられています。そして神に感謝しているのです。 

私たちが心では神の支配法則の中に仕え、肉では罪の支配法則の中に生きているという

ことは、矛盾でも妥協でもありません。これが私たちクリスチャンの現実です。 

クリスチャンは生きている限り、このような緊張関係の中に置かれています。しかしそれ

と同時に、私たちはキリストにあることによって、いのちと御霊の法則において、現実に

勝利が得ることができます。 

その解放の方法が説明されるのは、次の 8 章に入ってからです。 

 

最後に 

最後に、聖化の過程が霊的戦いであることを改めて覚えましょう。パウロが聖化につい

て語るときいつも軍事用語を使用していることからもそれがわかります。そして聖化には

時間がかかります。私たちは肉の力による生活と、恵みによる生活の間を行き来していま

す。生きている限りこの戦い（選択）は続きます。 

そしてらせん階段を上るように、両者の間を揺れ動きながら、上に向かっているので

す。葛藤があることこそ、信者になっている証拠であることを覚えて感謝しましょう。 

そしてパウロがしたように、内省と自分の力に頼ることを捨て、信仰の創始者であり完成

者であるイエスに目を向けましょう。 

 

ヘブル 12:2 信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さないでいなさい。こ

の方は、ご自分の前に置かれた喜びのために、辱めをものともせずに十字架を忍び、神の

御座の右に着座されたのです 

 

自分一人でくびきを負う必要はありません。一人で負えば疲れはて、やがて倒れてしま

います。くびきはイエスと負うのです。そうすればたましいに安らぎと平安が訪れます。 

マタ 11:29 わたしは心が柔和でへりくだっているから、あなたがたもわたしのくびきを負

って、わたしから学びなさい。そうすれば、たましいに安らぎを得ます。 

 

そしてイエスにとどまりつづければ、自然と聖霊の実が結ぶことができるようになると

主は教えてくださっています。 

ヨハ 15:4 わたしにとどまりなさい。わたしもあなたがたの中にとどまります。枝がぶど

うの木にとどまっていなければ、自分では実を結ぶことができないのと同じように、あな

たがたもわたしにとどまっていなければ、実を結ぶことはできません 


